
 

 児童が主体的に考え議論する授業、道徳性

を養う授業をデザインするために、「柏原小 

道徳科授業プランニングシート」を作成し、

活用した。 

 

【プランニングシートの効果】 

・ 授業者が内容項目（道徳的価値）をしっか

り理解し、ねらいがぶれない道徳展開が

できる。 

・ ねらいに迫る発問やそれを深めるための

補助発問を考えることができる。 

・ 授業の流れの中で、自分自身を見つめさ

せる場面や、物事を多面的・多角的に考え

させる場面を効果的に入れることができ

る。 

・ 本シートを活用した授業づくりを全教員

で行うことができる。 

 

【プランニングシートの流れ】 

・ まず、内容項目（道徳的価値）を明確にし、

その分析を行う。 

・ 次に、内容項目（道徳的価値）に関わる児

童の実態を把握する。 

・ 教材をどう生かすか、ねらいを明確にす

るとともに、ねらいに迫る発問やそれを

深めるための補助発問等を考える。 

・ 中心発問の前後の発問を考える。 

・ 最後に、導入と終末を検討する。 

 

【プランニングシートの活用】 

今年度は、指導案を作成する際に活用し、

指導案を配布する際にプランニングシート 

 

も添付した。同じ教材に対してプランニン

グシートを一人一人が作成することで、授

業づくりに多くの職員が関わることができ

た。 

『プランニングシート 記入例』 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏原小版『プランニングシート』 

どこで評価するかもおさえることができる。 

○自：自分事ととしてとらえている。 

○多：多面的・多角的に考えている。 

http://www.sayama-stm.ed.jp/e_kasi/index/doutokuken/03jugyousiennbu/planningsheet_kinyurei.pdf

